
令和3年　労 働 災 害 発 生 状 況 （令和3年10月末現在） (休業4日以上の死傷者数）
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死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業

60 36 24

3 5 -2

9 7 2

18 12 6

12 14 -2

20 25 -5

122 99 23

1 6 -5

8 6 2

5 2 3

6 9 -3

20 23 -3

41 45 -4

3 5 -2

19 18 1

23 8 15

5 4 1

47 45 2 年齢別

280 247 0 33

月別　　　 10

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 38

54

20 46 39 22 33 38 26 24 18 14 57

63

58

規模別 事故の型別
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52 100 42 86 44 46 19 50 14 10 37 60 280

※ 数値は、労働者死傷病報告より集計したものであり、（　）内は死亡者で内数である。

※ 陸上貨物運送事業は「道路貨物運送業」、「陸上貨物取扱業」を合わせたものをいいます。
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（担当官からのコメント）

上記のような労災事故を調査した時に、事業場にお

いて一時的に欠員が生じ、機械を停止した場合よりも

労災請求に係る保険の事務処理や再発防止対策に

時間がかかっていました。ローラーが少し汚れている

だけ等でも、清掃作業中は必ず機械を停止しましょう。


